
ロジックモデル
（リスク管理枠組み（RMF）関連事業経費）

【事業の概要】米国防省の最新のセキュリティ基準を参考に、令和５年度からリスク管理枠組み（RMF：Risk Management 
Framework）を防衛省・自衛隊の情報システムに導入し、運用開始後を含むライフサイクル全般を通じたリスク管理を継続的に実施していく。

インプット
（資源）

アクティビティ
（活動）

アウトプット
（直接の結果）

アウトカム
（成果）

インパクト
（影響）

事業経費
（予定）

ー

事業実施者
（予定）

内部部局
防衛大学校

防衛医科大学校
防衛研究所

統合幕僚監部
陸上幕僚監部
海上幕僚監部
航空幕僚監部

情報本部
防衛監察本部
地方防衛局
防衛装備庁

【政策目標】（大綱と
の関係）
○我が国自身の防衛
体制の強化

【施策目標】（中期
防との関係）
○自衛隊の指揮通信
システムやネットワーク
の抗たん性の向上

○リスク管理関連業務
を円滑かつ効率的に実
施するため、専門的な
知見・技術を有する部
外力を活用

情報システムに対す
る脆弱性検査、侵
入試験等の実施
効率的及び一元的
なリスク管理のため
のリスク管理枠組み
支援システムの導入
に係る検討
発見された情報シス
テムの脆弱性等への
改修等による対応

【事業の必要性】サイバー領域における脅威は日々高度化・巧妙化している。そのため、情報システムのセキュリティ対策についても、これまで
の「運用開始前にリスクを排除する」という考え方から、「リスクは常に存在し、運用開始後も含め継続的にリスクを管理する」という考え方に転
換していく必要があることから、情報システム全般を通じたリスク管理を行うためのリスク管理枠組みの導入が必要である。

○リスク管理枠組みに
おける以下の業務を
遅滞なく、円滑に実施
することで、リスクの有
無を判別でき、適切に
対応を実施

運用承認
リスク分析・評価
情報保証監査
侵入試験

〇リスク管理枠組み
支援システムの導入に
より、省全体でのリスク
管理の実効性を担保

〇継続的なリスク管
理の実施に伴い、高
度化・巧妙化する脅
威にもより適切に対応
することができ、結果、
防衛省・自衛隊にお
ける情報漏えいリスク
が低減


